
適
用
：
平
成
2
4
年
１
月

番
号
様
式
名
等

使
用
時
期

使
用
者

そ
の
他

１
様
式
１
緊
急
・
応
急
調
査
班
編
成
簿

緊
急
調
査
、
一
次
調
査
被
災
団
体
又
は
応
援
本
部

２
様
式
２
緊
急
調
査
（
管
路
施
設
）
記
録
表

緊
急
調
査

調
査
班

３
様
式
３
緊
急
調
査
（
管
路
施
設
）
記
録
票

緊
急
調
査
、
緊
急
措
置
調
査
班
、
措
置
班
（
引
継
時
）

４
様
式
４
一
次
調
査
（
マ
ン
ホ
ー
ル
）
記
録
票

一
次
調
査
、
災
害
査
定
調
査
者
、
調
査
業
者
、
災
害
復
旧
担
当
者
写
真
台
紙
あ
り

５
様
式
５
二
次
調
査
（
マ
ン
ホ
ー
ル
）
記
録
票

二
次
調
査
、
災
害
査
定
調
査
者
、
調
査
業
者
、
災
害
復
旧
担
当
者
写
真
台
紙
あ
り

６
様
式
６
一
次
調
査
（
管
渠
）
記
録
票

一
次
調
査
、
災
害
査
定
調
査
者
、
調
査
業
者
、
災
害
復
旧
担
当
者
写
真
台
紙
あ
り

７
様
式
７
二
次
調
査
（
管
渠
）
記
録
票

二
次
調
査
、
災
害
査
定
調
査
者
、
調
査
業
者
、
災
害
復
旧
担
当
者
写
真
台
紙
あ
り

被
災
調
査
様
式
記
載
例
綴



様
式
１
緊
急
・
一
次
　
調
査
班
編
成
簿

帳
票
番
号

被
災
団
体

調
査
日

下
水
道
名

班
種
別
※
１
班
長

氏
名

所
属

所
属
電
話
番
号

担
当
区
域

流
－
１
調
 
・
 
措
○

流
建
　
太
郎
無
 
・
 
携
ち
く
ま
４

千
曲
川
流
域
0
2
6
‐
x
x
x
-
x
x
x
x
須
坂
幹
線

〃
調
 
・
 
措

流
建
　
花
子
無
 
・
 
携
0
9
0
‐
x
x
x
x
-
x
x
x
x

〃
〃

〃
調
 
・
 
措

公
社
　
一
郎
無
 
・
 
携

下
水
道
公
社
0
2
6
‐
x
x
x
-
x
x
x
x

調
 
・
 
措

無
 
・
 
携

協
－
１
調
 
・
 
措
○

管
路
　
太
郎
無
 
・
 
携
0
8
0
‐
x
x
x
x
-
x
x
x
x
管
路
管
理
業
協
会
0
5
2
‐
x
x
x
-
x
x
x
x
須
坂
幹
線
（
須
坂
市
内
）

〃
調
 
・
 
措

○
○
　
○
○
無
 
・
 
携
0
9
0
‐
x
x
x
x
-
x
x
x
x
千
曲
川
産
業
0
2
6
‐
x
x
x
-
x
x
x
x

〃
調
 
・
 
措

×
×
　
×
×
無
 
・
 
携

長
野
建
設

0
2
6
‐
x
x
x
-
x
x
x
x

調
 
・
 
措

無
 
・
 
携

長
－
１
調
 
・
 
措
○

長
野
　
太
郎
無
 
・
 
携
0
9
0
‐
x
x
x
x
-
x
x
x
x
長
野
市

0
2
6
‐
x
x
x
-
x
x
x
x
須
坂
幹
線
（
長
野
市
内
）

〃
調
 
・
 
措

須
坂
　
花
子
無
 
・
 
携

須
坂
市

0
2
6
‐
x
x
x
-
x
x
x
x
№
1
3
-
5
-
○
～
№
1
3
-
5
-
×

調
 
・
 
措

無
 
・
 
携

調
 
・
 
措

無
 
・
 
携

調
 
・
 
措

無
 
・
 
携

調
 
・
 
措

無
 
・
 
携

調
 
・
 
措

無
 
・
 
携

 
　
※
１
　
種
別
欄
は
、
調
査
班
な
ら
「
調
」
を
措
置
（
工
事
）
班
な
ら
「
措
」
を
○
で
囲
む
こ
と
。

　
※
２
　
携
帯
電
話
等
番
号
欄
は
、
無
線
機
な
ら
「
無
」
を
携
帯
電
話
な
ら
「
携
」
を
○
で
囲
み
、
無
線
の
呼
出
し
名
称
又
は
電
話
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

携
帯
電
話
等
番
号
※
２

○
○
－
×
×

長
野
県

平
成
2
4
年
１
月
2
4
日

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区



様
式
２
緊
急
調
査
（
管
路
施
設
）
記
録
表

調
査
班

流
－
１

記
録
者

帳
票
番
号

調
査
日

被
災
団
体

長
野
県

下
水
道
名

確
認
時
刻
処
理
分
区
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
番
号
道
路
種
別
占
用
位
置

 
路
面
と
の

 
段
差

無
・
有

 
周
辺
路
面

 
状
況

協
－
１

 
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
蓋

 
の
状
況

 
車
両
通
行

 
の
可
否

 
緊
急
措
置

 
の
有
無

 
路
面
と
の

 
段
差

無
・
有

 
周
辺
路
面

 
状
況

 
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
蓋

 
の
状
況

 
車
両
通
行

 
の
可
否

 
緊
急
措
置

 
の
有
無

 
路
面
と
の

 
段
差

無
・
有

 
周
辺
路
面

 
状
況

 
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
蓋

 
の
状
況

 
車
両
通
行

 
の
可
否

 
緊
急
措
置

 
の
有
無

　
車
道

　
歩
道

　
そ
の
他

　
な
し
・
あ
り

　
状
況
（
浮
上
約
 
1
5
 
㎝
、
沈
下
約
　
　
㎝
）

流
建
　
太
郎

平
成
2
4
年
１
月
2
4
日

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

調
査
項
目
、
緊
急
措
置
の
有
無

引
継

1
2
:
3
0
須
坂
第
１
№
8
-
2

　
国
・
県

　
市
町
村

　
私
道

　
そ
の
他

　
車
道

　
歩
道

　
そ
の
他

　
な
し
・
あ
り

　
状
況
（
浮
上
約
　
　
㎝
、
沈
下
約
　
　
㎝
）

 
引
継
の

 
有
無

　
異
常
な
し
・
陥
没
・
隆
起
・
亀
裂
・
噴
砂
・
噴
水

　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
 
引
継
 
措
置
班

　
異
常
な
し
・
破
損
・
ず
れ
・
紛
失

　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
引 継 事 項

 
路
面
す
り
付
け
を

実
施
す
る
こ
と
。

　
可
・
否
（
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
の
た
め
、
通
行
困
難
。
　
）

　
無
・
有
（
引
き
継
ぎ
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
国
・
県

　
市
町
村

　
私
道

　
そ
の
他

　
車
道

　
歩
道

　
そ
の
他

　
な
し
・
あ
り

　
状
況
（
浮
上
約
　
　
㎝
、
沈
下
約
　
　
㎝
）

 
引
継
の

 
有
無

　
異
常
な
し
・
陥
没
・
隆
起
・
亀
裂
・
噴
砂
・
噴
水

　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
 
引
継
 
措
置
班

　
異
常
な
し
・
破
損
・
ず
れ
・
紛
失

　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
引 継 事 項

　
可
・
否
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
無
・
有
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
国
・
県

　
市
町
村

　
私
道

　
そ
の
他

 
引
継
の

 
有
無

　
異
常
な
し
・
陥
没
・
隆
起
・
亀
裂
・
噴
砂
・
噴
水

　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
 
引
継
 
措
置
班

　
異
常
な
し
・
破
損
・
ず
れ
・
紛
失

　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
引 継 事 項

　
可
・
否
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
無
・
有
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）



様式３ 緊急調査（管路施設）記録票

流－１ 措置班 協－１

写真№

１、２

３

帳票番号 ○○－×× 被災団体 長野県

調査日時 平成24年１月24日 12時30分 記録者

処理分区 須坂第１ 措置班への引継の有無

調査班

流建　太郎

下水道名 千曲川流域下水道下流処理区

無・有（ 13時 10分）

道路種別
国・県・市町村・私道
その他（　　　　　）

占用位置
　車道・歩道
　その他（　　　　）

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 №８－２ 引継事項 路面すり付けを実施すること。

緊急措置の有無  無・有（路面すり付け。安全柵設置。　　　　　）

車両通行の可否  可・否（マンホール浮上のため、通行困難。　　）

応急復旧工事の有無  無・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

被
災
状
況
、

緊
急
措
置
等
状
況
写
真

調
査
項
目

路面との段差  なし・あり　状況（浮上約 15 ㎝、沈下約　　㎝）

周辺路面状況
 異常なし・陥没・隆起・亀裂・噴砂・噴水
 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾏﾝﾎｰﾙ蓋の状況
 異常なし・破損・ずれ・紛失
 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

№１（○○○） №２（○○○）

№３（○○○）



様式４ 一次調査（マンホール）記録票

写真№

４

５

8 8 ○－× ×－○

800 800 400 400

ＨＰ ＨＰ ＶＵ ＶＵ

下流№１ №２ №３ №４ №５ №６ №７ №８

有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明

有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明

有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明

有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明

有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明 有・無・不明

※水没 ※水没 須坂市接続 須坂市接続

５ ５ ５－２
要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不
要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不
要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不

市に連絡

 模式図  略図・備考

要・不

要・不

要・不

直壁

 異常なし・クラック・破損・ずれ・浸入水・不明・その他（　　　　）

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 ﾏﾝﾎｰﾙ種別

 異常なし・破損・ずれ・紛失・その他（　　　　　　　　　　　　　）

 異常なし・破損・ずれ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

マ
ン
ホ
ー

ル
障
害
状
況 インバート

 異常なし・クラック・破損・ずれ・浸入水・不明・その他（　　　　）

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ
斜壁

周辺路面状況

 異常なし・クラック・破損・ずれ・浸入水・不明・その他（　　　　）

 なし・あり　状況（浮上約 15 ㎝、沈下約　　㎝）

管
口
状
況

下水道名 記録者

帳票番号 被災団体

調査日時

 異常なし・クラック・破損・ずれ・浸入水・不明・その他（　　　　）

本復旧
二次調査

位置

 異常なし・陥没・隆起・亀裂・噴砂・噴水
 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

滞水状況

写真№

本管抜出し
破損
浸入水
簡易ｶﾒﾗ調査

総
合
判
定

復旧(布設替)の必要性

二次調査の必要性

応急工事の必要性

調査団体

3.0　ｍ　

図面
ﾒｯｼｭﾏﾝﾎｰﾙ深

 なし・あり・住民の苦情あり

 なし・滞水深 100 ㎝

 なし・あり・住民の苦情あり

本管突込み

管路番号

 なし・あり・住民の苦情あり
下水の流出
危険物の流入

悪臭の発生

 異常なし・破損・ずれ・紛失・その他（　　　　　　　　　　　　　）

 なし・土砂堆積　　㎝・不明

道路種別 占用位置

土砂堆積状況

路面との段差

処理分区

管径(㎜)

長野県

㈱千曲川産業

 １号・２号・３号・４号・組立
 現場打ち・その他（　　　　　）

 車道・歩道
 その他（　　　　）

千曲川　太朗

躯体

蓋の状態
蓋受枠の状態

管種

必
要
性

国・県・市町村・私道
その他（　　　　　）

応急工事

平成24年１月26日 ９時０分

千曲川流域下水道下流処理区

須坂第１

№８－２

下流
№１

№２
№３

№４

№５

№６
№７
№８

蓋・受枠

調整ﾌﾞﾛｯｸ

ＧＬ

ＧＬ

人
孔
深
 
3
.
0
ｍ

水
面
深
 
2
.
0
ｍ

№６



様式４の添付写真

須坂第１

千曲川流域下水道下流処理区

№８－２

平成24年１月26日 ９時０分

帳票番号

調査日時

下水道名

処理分区

ﾏﾝﾎｰﾙ番号

㈱千曲川産業

長野県

障
害
、

管
口
状
況
等
写
真

被災団体

ﾏﾝﾎｰﾙ
種別

ﾏﾝﾎｰﾙ深

記録者

調査団体

 １号・２号・３号・４号・組立
 現場打ち・その他（　　　　　）

3.0　ｍ　

千曲川　太朗

№４（○○○） №５（○○○）

№５－２（○○○）



様式５ 二次調査（マンホール）記録票

写真№

破損 ｸﾗｯｸ ずれ 浸入水

有り

有り 30㎝ ６

有り ６、７

８

8 8 ○－× ×－○

800 800 400 400

ＨＰ ＨＰ ＶＵ ＶＵ

下流№１ №２ №３ №４ №５ №６ №７ №８

有り（半壊） 須坂市対応

流れ有り 〃

９
要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不 要・不

 模式図  略図・備考

帳票番号 被災団体 長野県

調査日時 平成24年１月30日 10時30分 調査団体 ㈱千曲川産業

下水道名 千曲川流域下水道下流処理区 記録者 千曲川　太朗 図面
ﾒｯｼｭ処理分区 須坂第１

占用位置
国・県・市町村・私道
その他（　　　　　）

№８－２

ﾏﾝﾎｰﾙ深 3.0　ｍ　

直壁４

周辺路面状況
 異常なし・陥没・隆起・亀裂・噴砂・噴水
 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

蓋の状態
蓋受枠の状態

直壁２
直壁３

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ
斜壁

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 ﾏﾝﾎｰﾙ種別
 １号・２号・３号・４号・組立
 現場打ち・その他（　　　　　）

直壁１

 車道・歩道
 その他（　　　　）

道路種別

マ
ン
ホ
ー

ル
障
害
状
況

 なし・あり　状況（浮上約 15 ㎝、沈下約　　㎝）路面との段差

本管抜出し

土砂堆積状況
悪臭の発生
下水の流出

躯体
インバート
滞水状況  なし・滞水深 100 ㎝

 なし・土砂堆積 30 ㎝・不明

破損
浸入水
簡易ｶﾒﾗ調査

危険物の流入

管路番号
管径(㎜)
管種

 なし・あり・住民の苦情あり
 なし・あり・住民の苦情あり
 なし・あり・住民の苦情あり

管
口
状
況

 復旧(布設替)
 の必要性

総合判定 要・不

写真№
本復旧の必要性

位置
本管突込み

下流
№１

№２
№３

№４

№５

№６
№７
№８

蓋・受枠

調整ﾌﾞﾛｯｸ

ＧＬ

斜壁

直壁１

直壁２

直壁３

直壁４

躯体

インバート

№６



様式５の添付写真

帳票番号 被災団体 長野県

調査日時 平成24年１月30日 10時30分 調査団体 ㈱千曲川産業

記録者

処理分区

千曲川　太朗

 １号・２号・３号・４号・組立
 現場打ち・その他（　　　　　）

障
害
、

管
口
状
況
等
写
真

ﾏﾝﾎｰﾙ深 3.0　ｍ　

ﾏﾝﾎｰﾙ
種別

№８－２

下水道名

須坂第１

千曲川流域下水道下流処理区

ﾏﾝﾎｰﾙ番号

№６（○○○） №７（○○○）

№８（○○○） №９（○○○）



様
式
６
一
次
調
査
（
管
渠
）
記
録
票

本
）

本
）

本
）

枚
）

M
H

M
H

]

A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C

1
4

1
4
2

1
1

1
1

1
1

4
2

5
3

取
付
管
部

継
手
部

計

本
管
部

異
常
内
容
破
損

変
形

突
出
円
周
方
向

ク
ラ
ッ
ク

合
計

異
常
箇
所

管
軸
方
向
ズ
レ
た
る
み
蛇
行
パ
ッ
キ
ン
外
れ

亀
裂
浸
入
水

管
軸
方
向

ク
ラ
ッ
ク

[該
当
番
号
2

考
　
　
　
察

・
上
下
流
の
マ
ン
ホ
ー
ル
付
近
で
著
し
い
た
る
み
が
あ
り
、
設
計
上
の
流
下
能
力
を
確
保
で
き
な
い
た
め
、
二
次
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

・
マ
ン
ホ
ー
ル
部
の
路
面
は
隆
起
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
特
に
変
状
は
確
認
で
き
な
い
。

注
意
事
項
1
.本
表
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
調
査
に
適
用
し
、
判
定
基
準
は
、
二
次
の
も
の
を
準
用
す
る
。

2
.管
内
滞
水
並
び
に
土
砂
堆
積
状
況
に
つ
い
て
は
、
縦
断
記
入
欄
に
記
述
す
る
こ
と
。

3
.考
察
欄
に
は
、
当
該
路
線
の
被
災
状
況
及
び
路
面
状
況
等
を
記
述
す
る
こ
と
。

距
離

1
0
.0
0
1
3
.0
0

5
.　
そ
の
他

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

4
.　
私
道

異
常
内
容

接 続 管

浸 入 水

3
.　
市
町
村
道

写
真
番
号

5

取 付 管 部

取
付
管
方
向

右
左

2
.　
県
道

B

1
.　
国
道

距
離

6
.6
6
9
.9
9
1
3
.0
0
1
8
.5
0
2
1
.1
1

占
　
用
　
位
　
置

A
A
B
A
A

異
常
内
容

た る み

た る み

ク ラ ッ ク

浸 入 水

た る み

た る み

写
真
番
号

1
2

7

2
4
2
5

3
6

2
0
2
1

1
4
1
5
1
6
1
7

8
9
1
0
1
1

2
2
2
3

1
8
1
9

1
2
1
3

本 管 部

管
本
数

1
2
3
4
5
6
7

1
0

距
離

1
6
.0
0

D
V
D
番
号
（

A

2

管
不
良
数
（
5

取
付
管
数
（

破 損

本
管
本
数
（
6

4

2
2
2
3
2
4
管
口

写
真
番
号

1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1

継 手 部

継
手
数
管
口
1

異
常
内
容

7
1
4
1
5

1
0
1
1
1
2
1
3

2
3

8
9

4
5
6

人
孔
隆
起

９
ｃ
ｍ

人
孔
内
た
る
み

1
5
0
㎜
（
下
流
）

蓋
周
辺
陥
没

3
 m

2
.2
 m

鉄
蓋

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
内
点
検

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
内
点
検

H
P

8
0
0
 ㎜

2
3
.0
0
 m

須
坂
幹
線

№
８
－
２

鉄
蓋

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
深
管
頂
深
蓋
種
別

管
　
径
人
孔
間
延
長

路
線

須
坂
幹
線

№
８
－
３

２
号

2
.8
 m

２
号

2
 m

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
番
号
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
種
別

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
深
管
頂
深

ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ

蓋
種
別

管
　
種

上
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

下
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

路
線
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
番
号
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
種
別

調
査
日

平
成
2
4
年
１
月
3
1
日
調
査
方
向
上
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
⇔

下
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

調
査
団
体

千
曲
川
産
業

調
査
方
法
簡
易
（
管
口
）
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
撮
影
機
器

セ
イ
コ
ー
Ｍ
Ｘ
○
○

記
録
者

千
曲
　
太
郎

ｽ
ﾊ
ﾟﾝ
№
1

処
理
分
区

須
坂
第
１

被
災
団
体

長
野
県

帳
票
番
号

下
水
道
名

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

二
次
調
査
の
必
要
性
要
　
・
　
不

総
合
判
定

人
孔
間
の
通
し
の
有
無
有
　
・
　
無

復
旧
（
布
設
替
）
の
必
要
性
要
　
・
　
不

8
-
3

8
-
2



様
式
６
の
添
付
写
真

処
理
分
区

須
坂
第
１

被
災
団
体

長
野
県

帳
票
番
号

下
水
道
名

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

調
査
団
体

千
曲
川
産
業

記
録
者

千
曲
　
太
郎

ｽ
ﾊ
ﾟﾝ
№
1

調
査
日

平
成
2
4
年
１
月
3
1
日
調
査
方
向
上
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

撮
影
機
器

セ
イ
コ
ー
Ｍ
Ｘ
○
○

⇔
下
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
調
査
方
法
簡
易
（
管
口
）
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

№
１
（
○
○
○
）

№
２
（
○
○
○
）

№
３
（
○
○
○
）

№
４
（
○
○
○
）

№
５
（
○
○
○
）

№
６
（
○
○
○
）

№
７
（
○
○
○
）



様
式
７
二
次
調
査
（
管
渠
）
記
録
票 接
続

本
）

本
）

本
）

枚
）

M
H

M
H

]

A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C
A
B
C

1
4

1
4
2

1
1

1
1

1
1

4
2

5
3

帳
票
番
号

下
水
道
名

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

ｽ
ﾊ
ﾟﾝ
№
1

処
理
分
区

須
坂
第
１

被
災
団
体

長
野
県

記
録
者

千
曲
　
太
郎

⇒
下
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

調
査
団
体

千
曲
川
産
業

調
査
方
法

自
走
式
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

調
査
日

平
成
2
4
年
１
月
3
1
日
調
査
方
向
上
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

上
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

下
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

路
線
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
番
号
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
種
別

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
番
号
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
種
別

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
深
管
頂
深

ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ

蓋
種
別

管
　
種

管
　
径
人
孔
間
延
長

路
線

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
深
管
頂
深
蓋
種
別

須
坂
幹
線

№
８
－
３

２
号

2
.8
 m

２
号

2
 m

鉄
蓋

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
内
点
検

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
内
点
検

H
P

8
0
0
 ㎜

1
0
0
.0
0
 m

須
坂
幹
線

№
８
－
２

鉄
蓋

蓋
周
辺
陥
没

3
 m

2
.2
 m

接
続

人
孔
隆
起

９
ｃ
ｍ

人
孔
内
た
る
み

1
5
0
㎜
（
下
流
）

2
3

8
9

4
5
6
7

1
4
1
5

1
0
1
1
1
2
1
3

継 手 部

継
手
数
管
口
1

異
常
内
容

1
8
1
9
2
0
2
1

写
真
番
号

1
6
1
7

2
2
2
3
2
4
管
口

本
管
本
数
（
2
5

4

取
付
管
数
（
5

管
不
良
数
（
5

破 損

D
V
D
番
号
（

A
1
0

距
離

6
7

5
6
.0
0

1
2
1
3

本 管 部

管
本
数

1
2
3
4
5

2
2
2
3

1
8
1
9

8
9
1
0
1
1

2
4
2
5

2
0
2
1

1
4
1
5
1
6
1
7

3
写
真
番
号

1
2 た る み

6
7

異
常
内
容

た る み

占
　
用
　
位
　
置

A
A

ク ラ ッ ク

浸 入 水

た る み

た る み A
A

B

5
5
.0
0

1
.　
国
道

距
離

6
.6
6
9
.9
9

9
4
.5
0
9
8
.0
0

2
.　
県
道

右
左

取 付 管 部

取
付
管
方
向

左
3
.　
市
町
村
道

写
真
番
号

右
左 5

4
.　
私
道

異
常
内
容

接 続 管

5
.　
そ
の
他

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

浸 入 水 B

4
2
.5
0

距
離

1
0
.0
0
1
5
.0
0

2

考
　
　
　
察

・
上
下
流
の
マ
ン
ホ
ー
ル
付
近
で
著
し
い
た
る
み
が
あ
り
、
設
計
上
の
流
下
能
力
を
確
保
で
き
な
い
た
め
、
布
設
替
の
本
復
旧
が
必
要
で
あ
る
。

・
マ
ン
ホ
ー
ル
部
の
路
面
は
隆
起
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
特
に
変
状
は
確
認
で
き
な
い
。

注
意
事
項
1
.本
表
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
調
査
に
適
用
す
る
。

2
.管
内
滞
水
並
び
に
土
砂
堆
積
状
況
に
つ
い
て
は
、
縦
断
記
入
欄
に
記
述
す
る
こ
と
。

3
.考
察
欄
に
は
、
当
該
路
線
の
被
災
状
況
及
び
路
面
状
況
等
を
記
述
す
る
こ
と
。

7
0
.0
0

7
9
.0
0

管
軸
方
向

ク
ラ
ッ
ク

[該
当
番
号

合
計

異
常
箇
所

管
軸
方
向
ズ
レ
た
る
み
蛇
行
パ
ッ
キ
ン
外
れ

亀
裂
浸
入
水

取
付
管
部

継
手
部

計

本
管
部

異
常
内
容
破
損

変
形

突
出
円
周
方
向

ク
ラ
ッ
ク

8
-
3

8
-
2



様
式
７
の
添
付
写
真

⇒
下
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
調
査
方
法

自
走
式
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

調
査
日

平
成
2
4
年
１
月
3
1
日
調
査
方
向
上
流
側
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

調
査
団
体

千
曲
川
産
業

記
録
者

千
曲
　
太
郎

ｽ
ﾊ
ﾟﾝ
№
1

帳
票
番
号

下
水
道
名

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

処
理
分
区

須
坂
第
１

被
災
団
体

長
野
県

№
１
（
○
○
○
）

№
２
（
○
○
○
）

№
３
（
○
○
○
）

№
４
（
○
○
○
）

№
５
（
○
○
○
）

№
６
（
○
○
○
）

№
７
（
○
○
○
）


